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	2026年最初の命名引渡式を実施
	【１】佐賀県との包括連携協定
	【（左）名村社長   （右）山口佐賀県知事】
	(株)名村造船所と佐賀県は、相互に連携を図り、協働による取組みを推進することにより、佐賀県らしい地域社会を創造していくことを目的として、２０２５年１２月１８日に包括連携協定を締結いたしました。 本協定では、災害発生時の支援、産業人材の確保および育成、海洋環境対策やカーボンニュートラル社会の推進、少子化対策、多文化共生の促進、公の施設における交流人口の拡大、スポーツ振興など、幅広い分野において佐賀県と連携・協力することとしています。 当社は、佐賀県伊万里市に事業拠点を置く企業として、長年にわたり地域...
	今回の協定締結を機に、企業理念である「存在感」をより一層体現するとともに、佐賀県との連携をより深めながら、サステナビリティ・ＥＳＧ施策を更に推進し、持続可能で活力ある地域社会の実現に向けて、佐賀県全体の地域課題の解決や魅力向上に貢献してまいります。
	【２】「いまりっこらんど」開設
	伊万里市では、(株)名村造船所が行った寄付を活用され、 伊万里市民センター（佐賀県伊万里市）内に、未就学児向け屋内遊び場「いまりっこらんど」を開設されました。 「いまりっこらんど」は、未来を担う子どもたちが、暑い日も雨の日も安心して思いっきり遊べる場所であり、さまざまなことを学び、夢を育む成長の場として、また子育て世代の保護者同士の交流の場として、地域の温かな想いに支えられながら、かけがえのない存在となることが期待されており、多くの方々にご利用いただいております。 また、施設内には、船の形をした滑...
	当社は、今後も伊万里市で事業を営む企業として、経営理念である「存在感」のもと、伊万里市との連携をさらに深め、ESG施策の推進とともに、地域社会の発展と持続可能なまちづくりに貢献してまいります。
	【いまりっこランド全景イメージ】
	【遊具で遊ぶ子どもたちの様子】
	常石造船のフィリピン拠点、世界初のメタノール二元燃料KAMSARMAXを竣工
	―フィリピン共和国大統領 ご臨席の命名式を挙行―
	【メタノール二元燃料KAMSARMAX「BRAVE PIONEER（ブレイブ・パイオニア）】
	常石造船株式会社（本社：広島県福山市、代表者：代表取締役社長執行役員 奥村幸生）は、フィリピンの造船拠点であるTSUNEISHI HEAVY INDUSTRIES (CEBU), Inc.（以下、THI）において、世界初となるメタノール燃料ばら積み貨物船KAMSARMAXを、2026年1月15日に竣工、引渡しました。また命名式にて、フィリピン共和国フェルディナンド・マルコス大統領により「BRAVE PIONEER（ブレイブ・パイオニア）」と命名戴きました。
	また命名式においてマルコス大統領は、次のように述べました。
	「本日、世界初のメタノール二元燃料KAMSARMAX型ばら積み貨物船の引き渡しを見届けるにあたり、私たちはフィリピン造船史における歴史的な節目を迎えています。
	この成果は世界に向けて明確なメッセージを発しています。すなわち、フィリピンは低炭素で持続可能な海上輸送への世界的移行を主導する準備ができている、ということです。今日の機会は、単に一隻の船の就航を祝うだけではありません。進歩と革新を祝う場であり、何よりも、急速に変化する世界の挑戦に立ち向かうフィリピン人の力を祝う場でもあります。
	この達成は、強固な国際的パートナーシップによって成し得ることの好例です。日本とフィリピン、常石グループとAboitiz Group*の協働により、先進的な船舶設計、熟練したフィリピン人労働力、そして強固な国内製造基盤が結びつきました。
	このプロジェクトは二国間協力の産物であると同時に、非常に重要な点として、フィリピン人の職人技、創意工夫、競争力を示すものでもあります。「フィリピンでつくられたもの」は、世界最高水準のものと肩を並べられるのだということを、改めて証明しています。」（常石造船訳）
	*合弁パートナーであるAboitiz Groupの協力のもと、常石造船はセブ島にてTHIを立ち上げ造船事業を継続している。
	【ご臨席いただいたフィリピン共和国フェルディナンド・マルコス大統領】
	本船は、海事業界の脱炭素化を目的に、環境負荷の大幅な軽減を目指して設計しています。メタノールを燃料として使用することで、重油と比較して窒素酸化物（NOx）を最大約80%、硫黄酸化物（SOx）を最大99%、二酸化炭素（CO₂）を最大約10%削減することが可能です。さらに、グリーンメタノールを採用することで、船舶運航における脱炭素化の推進に寄与します。
	この度、二元燃料船化したKAMSARMAX型船は常石造船が開発し、400隻を超える竣工実績を持つ主力船型です。浅喫水と同時にエアドラフトを抑える設計により、主要港の多くをカバーする汎用性を有し、ギニア共和国のカムサール港にも入港可能な全長229メートルの船型です。
	〈常石造船 代表取締役社長執行役員 奥村 幸生のコメント〉
	「このたび、世界初となるメタノール二元燃料KAMSARMAXを、THIにて竣工、引渡しできたことを大変誇りに思います。本船の建造は、常石グループ造船セグメントが長年培ってきた設計力と建造技術、そしてグループ一体となった取り組みの成果です。
	海事業界における脱炭素化は、今後ますます重要なテーマとなります。メタノール二元燃料船の建造を海外拠点で実現したことは、環境対応型船舶の量産体制構築に向けた大きな一歩であり、グローバルな顧客ニーズに柔軟かつ迅速に応える基盤強化につながるものと考えています。
	常石グループ造船セグメントは今後も、安全・品質を最優先に、新燃料船舶の建造を通じて持続可能な社会の実現に貢献するとともに、海外拠点における人材育成と地域社会の発展にも引き続き取り組んでまいります。」
	【メタノール二元燃料KAMSARMAX「BRAVE PIONEER（ブレイブ・パイオニア）」】
	【メタノール二元燃料KAMSARMAX「BRAVE PIONEER（ブレイブ・パイオニア）」】
	体験乗船記
	2025年6月27日に当社水島製造所にて引き渡した“ARIES MIZUKI”での体験乗船について紹介します。
	本船は載貨重量64,000トン型バルクキャリアであり、新共通構造規則(CSR-B&T)やNOx(窒素化合物)、SOx(硫黄化合物)排出などの環境規制に対応しつつ、クラス最高レベルの燃費性能を有した、最新のエコシップです。本船の運航、積地・揚地での荷役状況の見学等を含めた実航海を体験するとともに、乗組員とのコミュニケーションを通した英会話能力の向上を目的として、乗船する機会を頂きました。
	乗組員は総勢21名（すべてフィリピン国籍）で、彼らと共に当社水島製造所を出航してから玉渓港（韓国）でセメントの積荷後、釜山沖（韓国）にてバンカリングを行いました。そしてLas Ventanas港（チリ）にて揚荷を行い約２か月の乗船期間となりました。
	【乗船中の航路】
	【揚荷風景】
	【航海中の日没風景】
	長期的な海上生活を行う初めての経験となりましたが、急激な気候変動や波による揺れ、時刻・日付の前後など船上独自の環境への適応には苦労しました。一方で入社２年と経験の浅い私にとって、船上で目にしたすべてが大きな学びとなり、拙い英語で乗組員とコミュニケーションをとりながらトラブルへ対処したことは何よりも貴重な経験となりました。また、休日はパソコンゲーム、カラオケ、映画鑑賞、誕生日パーティーなどの娯楽を通してフィリピンの文化に対しても理解を深めることができました。乗組員の明るい性格と社内の献身的なサポート...
	【船上でのカラオケ】
	【下船時に乗組員と撮影した写真】
	今回の体験乗船を通じて、船の使い勝手については何度も考えさせられることがありました。特に船内の通気性、機器や家具の使い勝手など、私が思っている以上に乗組員は、重要視していました。今までは、性能・工作性を改善する傾向がありましたが、顧客の声に寄り添ったより良い船を作っていくことが、改めて重要だと思いました。この体験乗船で得た学びと気づきを今後の設計業務に生かし、顧客や乗組員に信頼される船づくりに貢献していきたいと思います。
	三菱造船 長崎本工場の執務エリアをリニューアル
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